１・２下　題材別カリキュラム
１・２下　題材別カリキュラム

	絵
	p.８-９　ひみつの たまご　　感じたこと，想像したこと，見たことから表す／想像したことから表す　　４～６

	目標
	ひみつのたまごから生まれるものやお話を想像し，いろいろな形や色などを捉えながら，表し方を工夫して絵に表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	自分なりの発想で想像を広げて表すことを楽しむ子ども。
	○教科書の参考作品などを見ながら，どのようなたまごからどのようなものやお話がでてきているのか話し合う。

○どのようなたまごがあったら面白いか想像し，たまごをつくる。

○たまごから生まれるものやお話について想像を広げ，たまごの割れ方や飛び出し方なども考えて表す。

○お互いの作品を見合いながら，どのような想像をしたのか友人と伝え合う。
	教師：画用紙，色画用紙，共用の絵の具 など

児童：クレヨン・パス，ペン，はさみ，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	ひみつのたまごから生まれるものやお話を，思いを広げて表すときの感覚や行為を通して，いろいろな形や色などに気付いている。
	クレヨン・パス，共用の絵の具，はさみなどに十分に慣れるとともに，手や体全体の感覚などを働かせ，表したいことを基に表し方を工夫して表している。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，たまごをつくりながら想像したことから，表したいことを見付け，好きな形や色を選んだり，いろいろな形や色を考えたりしながら，どのように表すかについて考えている。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい楽しく自分でつくったたまごから生まれるものやお話を，思いを広げながら表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	国語：国語においては順序立てて説明することが求められるが，絵に表すことでイメージの広がりをそのまま表すことができる。そのことを踏まえて指導にあたるようにしたい。


	造
	p.10-11　ひかりの プレゼント　　材料や場所を基にして活動する／材料を基にして　　１～２

	目標
	光を通す材料で形や色が映し出される面白さを感じ取り，いろいろな形や色などを捉えながら，見え方や見え方の変化を楽しむ。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	材料に積極的に働きかけ，形や色が映し出される面白さを感じ取り，様々な見え方や見え方の変化を試していくことを楽しむ子ども。
	○光を通す材料を集め，材料を自由に選び光を通して映る形を試す。

○材料を通して壁や床などに映し出される形や色の面白さを感じ取る。

○光を通す材料を並べたり積んだり，色を塗ったりして映り方の変化を見付け，活動を広げる。

○友人と，映る形や色を見合い，面白さや楽しさを話し合う。
	教師・児童：卵パック，透明空き容器，ビニル袋，CDケース，セロハンテープ，ペン など

教師：プラスチック段ボール，色セロハン，透明クリアファイル など

児童：はさみ，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	材料に光を通して形や色を映すときの感覚や行為を通して，いろいろな形や色などに気付いている。
	光を通す材料などに十分に慣れるとともに，材料に色をつけたり，並べたり，つないだり，積んだりするなど手や体全体の感覚などを働かせ，活動を工夫してつくっている。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，光を通す材料や，材料に光を通してできた形や色などを基に造形的な活動を思い付き，感覚や気持ちを生かしながら，どのように活動するかについて考えている。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，光を通す材料やつくったものの造形的な面白さや楽しさ，造形的な活動，つくり方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい楽しく材料に光を通して形や色を映す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：３・４下p.38-39「光とかげから生まれる形」や５・６上p.44-45「光と場所のハーモニー」との関連が深い。低学年からの材料の経験の積み重ねが，中・高学年での活動の深まりへとつながっていく。

道徳：Ｄ「感動，畏敬の念」と関連が深い。光を通して見える形や色の楽しさや，光という自然のもつ力の美しさに触れることができる題材であり，道徳の指導に生かすことができる。


	立
	p.12-13　にぎにぎ ねん土　　材料や用具に触れながら思い付いたことを表す／粘土で　　１～２

	目標
	粘土を握ってできた形から表したいものを見付け，手や指の感覚を働かせていろいろな形や触った感じなどを捉えながら，表し方を工夫して立体に表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	手や指の感覚を十分に働かせて，材料に関わり，何度も試しながら，つくりたい形に向かって工夫して取り組む子ども。
	○粘土を握って形を変えることを知る。

○いろいろな握り方を試して，いろいろな形をつくる。

○握った形を基に．ひねりだしたりつまみだしたりして，自分の気に入った形にしていく。

○お互いの作品を見合いながら，友人と形の面白さや，表現の工夫などを伝え合う。
	教師・児童：粘土板，雑巾 など

教師：土粘土，霧吹き など

児童：油粘土 など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	粘土を握ったり，握った粘土の形から思い付いたものを表したりするときの感覚や行為を通して，触った感じやいろいろな形などに気付いている。
	粘土に十分に慣れるとともに，手や体全体の感覚などを働かせ，表したいことを基に表し方を工夫して表している。
	触った感じやいろいろな形などを基に，自分のイメージをもちながら，握った粘土の感触や形から感じたこと，想像したことから，表したいことを見付け，好きな形を選んだり，いろいろな形や色を考えたりしながら，どのように表すかについて考えている。
	触った感じやいろいろな形などを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品や粘土の造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい楽しく握った粘土の形から，思い付いたものを表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：３・４上p.16-17「切ってかき出しくっつけて」へとつながる題材。最初に表したいものを考えるのではなく，材料に触れながら考えていくことを大切にしたい。


	絵
	p.14-15　ざいりょうから ひらめき　　材料や用具に触れながら思い付いたことを表す　　４～６

	目標
	材料の形や色，触った感じなどを捉えて生かし，材料を並べたり重ねたりなどしながら表したいことを思い付き，表し方を工夫して絵に表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	材料と関わりながら，形や色，材料の触った感じなどを捉えて，新しい価値をつくりだしていく子ども。
	○集めた材料を触ったり，並べたりしながら表したいことを考える。

○材料を切ったり組み合わせたりするなど，試しながら，思い付いたことを絵に表す。

○さらに材料を加えたり，かき加えたりして，表現を深めていく。

○友人と作品を見合い，考えたことや工夫したことを話し合う。
	教師・児童：ひも，布，綿，ビーズ，ボタン，ストロー，木片，ペットボトルキャップなどの身辺材 など

教師：画用紙・色画用紙，共用の絵の具，木工用接着剤，両面テープ など

児童：ペン，はさみ，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	いろいろな材料に触れながら思い付いたことを表すときの感覚や行為を通して，いろいろな形や色，触った感じなどに気付いている。
	いろいろな材料，はさみ，のりなどの接着剤に十分に慣れるとともに，手や体全体の感覚などを働かせ，表したいことを基に表し方を工夫して表している。
	いろいろな形や色，触った感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，いろいろな材料に触れて感じたこと，想像したことから，表したいことを見付け，好きな形や色を選んだり，いろいろな形や色を考えたりしながら，どのように表すかについて考えている。
	いろいろな形や色，触った感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品や身近な材料などの造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい楽しく材料の形や色，触った感じから思い付いたことを表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：材料に触った感じから思いを広げる本題材は５・６下p.30-31「感じて 考えて」へとつながる。


	造
	p.16-17　しんぶんしと なかよし　　材料や場所を基にして活動する／材料を基にして　　１～２

	目標
	新聞紙に体全体で関わりながら，造形的な活動を思い付き，いろいろな形や触った感じなどを捉えながら，並べたり，破いたり，ねじったりするなどして，試しながら活動を工夫してつくる。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	限られた材料でも工夫することでいろいろなことができることを知り，新しいことを見付けるために繰り返し試す子ども。
	○たくさんの新聞紙に出合う。

○新聞紙を並べたり，まとったり，丸めたり，破いたりしながら，紙の大きさや感触などを全身で味わう。

○紙の感触を味わいながら，思い付いたことを試す。
○活動したことや活動の中で気付いたことなどを友人と伝え合う。
	教師・児童：新聞紙，セロハンテープ など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	新聞紙に体全体で関わるときの感覚や行為を通して，いろいろな形や触った感じなどに気付いている。
	新聞紙に十分に慣れるとともに，並べたり，破いたり，まとったり，丸めたり，ねじったりするなど手や体全体の感覚などを働かせ，活動を工夫してつくっている。
	いろいろな形や触った感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，新聞紙の形や大きさ，触った感じなどを基に造形的な活動を思い付き，感覚や気持ちを生かしながら，どのように活動するかについて考えている。
	いろいろな形や触った感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，新聞紙やつくったものの造形的な面白さや楽しさ，造形的な活動，つくり方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい楽しく新聞紙に体全体で触れながら，思い付いたことを試す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：p.20-21「くしゃくしゃ ぎゅっ」との関連が深い。大きな紙に触れた経験が生きてくるだけでなく，新聞紙を中に詰めるなどして材料も活用できる。


	絵
	p.18-19　たのしかったよ ドキドキしたよ　　感じたこと，想像したこと，見たことから表す／生活経験から表す　　２～６

	目標
	日常生活の中で楽しかったことやドキドキしたこと，頑張ったことなどから表したいことを見付け，いろいろな形や色などを捉えながら，表し方を工夫して絵に表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	生活の中で心に残ったできごとや，そのときの感じを表すことで，生活を振り返り大切にしようと感じる子ども。
	○毎日の生活の中から，楽しかったこと，ドキドキしたことなどを思い浮かべ発表する。

○自分の楽しかったこと，ドキドキしたことなどを，そのときの様子を思い出しながら絵に表す。

○友人と作品を見合いながら，どのようなことを表したのか，どのように表したのかを伝え合う。
	教師：画用紙・色画用紙，共用の絵の具，割り箸 など

児童：クレヨン・パス，ペン など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	生活の中で心に残っていることを絵に表すときの感覚や行為を通して，いろいろな形や色などに気付いている。
	クレヨン・パス，共用の絵の具などに十分に慣れるとともに，手や体全体の感覚などを働かせ，表したいことを基に表し方を工夫して表している。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，生活の中で感じたこと，想像したことから，表したいことを見付け，好きな形や色を選んだり，いろいろな形や色を考えたりしながら，どのように表すかについて考えている。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい楽しく生活の中で心に残っていることを絵に表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	生活：生活科での活動や学校行事，学校生活の中からも表したいことを見付けられるようにするとよい。


	立
	p.20-21　くしゃくしゃ ぎゅっ　　材料や用具に触れながら思い付いたことを表す／様々な材料で　　２～４

	目標
	紙をくしゃくしゃにすることを体全体で楽しみながら，感触やできた形から発想し，いろいろな形や色，触った感じなどを捉えながら表し方を工夫して立体に表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	体全体で材料に関わって表すことで，表現したものに愛着をもち，大切にしようとする子ども。
	○紙をくしゃくしゃにして，感じの変化を味わう。

○紙を袋状にして中に新聞紙などを詰めたり，紙の形をさらに変えたりしながら表したいものを考える。

○縛って形を変えたり，色を塗ったり，材料を貼ったりして，表現を深める。

○作品の感触を全身で味わったり，友人とお互いに見合ったりして，楽しさを感じ取る。
	教師・児童：紙袋，新聞紙，ひも，リボン，モール など

教師：クラフト紙，シュレッダー紙，色画用紙，木工用接着剤，共用の絵の具 など

児童：ペン，はさみ，のり など 

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	紙をくしゃくしゃにしたり，くしゃくしゃにした紙から思い付いたものを表したりするときの感覚や行為を通して，触った感じやいろいろな形や色などに気付いている。
	大きな紙，ひも，のりなどの接着剤などに十分に慣れるとともに，手や体全体の感覚などを働かせ，表したいことを基に表し方を工夫して表している。
	触った感じやいろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，くしゃくしゃにする紙の感触や形から感じたこと，想像したことから，表したいことを見付け，好きな形や色を選んだり，いろいろな形や色を考えたりしながら，どのように表すかについて考えている。
	触った感じやいろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品や紙の感触などの造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい楽しくくしゃくしゃにした紙から思い付いたものを立体に表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：p.16-17「しんぶんしと なかよし」と関連が深い。材料を有効的に活用することができる。


	工
	p.22-23　わっかで へんしん　　飾るもの・使えるものをつくる　　２～４

	目標
	輪に飾りを付けながらどのように変身したいのかを考え，いろいろな形や色などを捉えながら，表し方を工夫して表し，友人とお互いに見せ合って楽しむ。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	自分の表現を楽しみ，自信をもって積極的に友人に見せたり，発表したりする子ども。
	○細長い画用紙を輪にすると身に付けることができることを知る。

○輪をつくって身に付けた様子を確かめたり，友人と見合ったりしながら，飾りを考える。

○思いに合わせて材料の使い方を工夫して，飾りをつくる。

○変身した姿を友人と見せ合い，面白さや楽しさを伝え合う。
	教師・児童：セロハンテープ，ホチキス，ひも，リボン，身辺材 など

教師：輪ゴム，色画用紙，工作用紙 など

児童：はさみ，のり，ペン など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	輪に飾りを付けて，自分が変身するものをつくるときの感覚や行為を通して，いろいろな形や色などに気付いている。
	色画用紙，はさみ，ホチキス，セロハンテープなどに十分に慣れるとともに，手や体全体の感覚などを働かせ，表したいことを基に表し方を工夫して表している。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，輪に材料を付けたり，変身しつつある自分の姿を見ながら感じたこと，想像したことから，表したいことを見付け，好きな形や色を選んだり，いろいろな形や色を考えたりしながら，どのように表すかについて考えている。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，変身した自分たちの姿や飾りの造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい楽しく輪に飾りを付けて，自分が変身するものをつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	学校行事等：学習発表会などでの衣装として活用することもできる。


	絵
	p.24-25　とろとろえのぐで かく　　材料や用具に触れながら思い付いたことを表す　　２～４

	目標
	指や手でとろとろ絵の具の感触を楽しみながら表したいことを見付け，触った感じやいろいろな形や色を捉えながら，工夫して絵に表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	表現を通して材料の感触を楽しみ，その面白さをたっぷりと感じ，味わうことができる子ども。
	○とろとろ絵の具をつくり，指や手を使って絵に表す活動への関心や見通しをもつ。

○思いのままに指や手で塗ったり，かいたりすることを楽しむ。

○いろいろ試しながら思い付いたことを，表し方を工夫して表す。

○題名を付け，友人と作品を紹介し合う。
	教師・児童：雑巾・タオル など

教師：段ボール・黄ボール紙，画用紙，液体粘土，共用の絵の具，カップ など

児童：クレヨン・パス，ペン，汚れてもよい服装 など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	手や指でかきながら思い付いたことを表すときの感覚や行為を通して，触った感じやいろいろな形や色などに気付いている。
	液体粘土，共用の絵の具に十分に慣れるとともに，手や体全体の感覚などを働かせ，表したいことを基に表し方を工夫して表している。
	触った感じやいろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，手や指でかいて感じたこと，想像したことから，表したいことを見付け，好きな形や色を選んだり，いろいろな形や色を考えたりしながら，どのように表すかについて考えている。
	触った感じやいろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品やとろとろ絵の具の造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などについて感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい楽しく指や手でかきながら，思い付いたことを表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：３・４上p.48-49「土でかく」などとの関連が深い。指や手の感覚を働かせながら表現していくことは，筆などの用具を使うときとは違った感覚を生じる。アレルギーなどには十分に配慮した上で，そうした感覚を大切にして活動したい。


	工
	p.26-27　まどを ひらいて　　遊ぶもの・仕組みから思い付いたものをつくる

	～まどから こんにちは～　　４～６

	目標
	カッターナイフで切り込みを入れてできた窓の形や仕組みから表したいことを見付け，いろいろな形や色などを捉えながら，工夫して表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	新たな用具を意欲的に使い，自ら工夫してつくることを楽しみながら想像を広げていく子ども。
	○カッターナイフの使い方を知る。

○色画用紙などにいろいろな切り込みを入れて窓をつくる。

○折って立てるなどして，家の様子にしていく。

○思い付いたことを付け加えたりかき足したりする。

○友人とお互いの作品を紹介し，工夫したことなどを伝え合う。
	教師・児童：折り紙・色紙，定規 など

教師：カッターナイフ，カッターマット，色画用紙，カラー工作用紙，ボール紙 など

児童：色鉛筆，ペン，はさみ，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	窓が開く仕組みから思い付いたものを表すときの感覚や行為を通して，いろいろな形や色などに気付いている。
	カッターナイフ，のりなどに十分に慣れるとともに，手や体全体の感触などを働かせ，表したいことを基に表し方を工夫して表している。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，開く窓の形や様子から感じたこと，想像したことから，表したいことを見付け，好きな形や色を選んだり，いろいろな形や色を考えたりしながら，どのように表すかについて考えている。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい楽しく窓が開く仕組みから，思い付いたものを表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他教科等：カッターナイフは，図画工作だけでなく，様々な場面で使用する用具である。安全で適切な扱いについては丁寧に指導したい。


	～え あわせ ゲーム～　　２～４

	目標
	カッターナイフで切り込みを入れてできた窓の形や仕組みから表したいことを見付け，いろいろな形や色などを捉えながら，工夫して表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	新たな用具を意欲的に使い，自ら工夫してつくることを楽しみながら想像を広げていく子ども。
	○カッターナイフの使い方を知る。

○色画用紙などにいろいろな切り込みを入れて窓をつくる。

○同じ絵が２枚一組になるように絵をかき，後ろから貼った後にかき加えるなどして，楽しくなるようなゲームをつくる。

○つくったもので友人と遊びながら，工夫したところなどを話し合う。
	教師：カッターナイフ，カッターマット，色画用紙，画用紙 など

児童：クレヨン・パス，色鉛筆，ペン，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	窓が開く仕組みから思い付いた絵合わせゲームをつくるときの感覚や行為を通して，いろいろな形や色などに気付いている。
	カッターナイフ，のりなどに十分に慣れるとともに，手や体全体の感覚などを働かせ，表したいことを基に表し方を工夫して表している。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，開く窓の形や様子から感じたこと，想像したことから，表したいことを見付け，好きな形や色を選んだり，いろいろな形や色を考えたりしながら，どのように表すかについて考えている。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，遊ぶなどして自分たちの作品の造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい楽しく窓が開く仕組みから，思い付いた絵合わせゲームをつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他教科等：カッターナイフは，図画工作だけでなく，様々な場面で使用する用具である。安全で適切な扱いについては丁寧に指導したい。


	立
	p.28-29　おもいでを かたちに　　感じたこと，想像したこと，見たことから表す／粘土で　　２～４

	目標
	楽しかったことやうれしかったことを思い出して表したいことを見付け，粘土のいろいろな形や触った感じなどを捉えながら．表し方を工夫して立体に表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	楽しかった思い出など自分の記憶を形に表すことを通して，そのときの気持ちを大切にしようとする子ども。
	○生活の中で心に残ったことを思い浮かべ，発表する。

○思い浮かべたことから表したいことを考える。

○つまみだしたりひねりだしたり，粘土べらや竹ぐしを使ったりしながら表す。

○友人とお互いの作品を見合いながら，そのときの気持ちや思いを伝え合う。
	教師・児童：粘土板，雑巾，新聞紙 など

教師：土粘土，粘土板，竹ぐし，霧吹き など

児童：油粘土，粘土べら など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	生活の中で心に残っていることを粘土で表すときの感覚や行為を通して，いろいろな形，触った感じなどに気付いている。
	粘土，粘土べらに十分に慣れるとともに，手や体全体の感覚などを働かせ，表したいことを基に表し方を工夫して表している。
	いろいろな形，触った感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，生活の中で感じたこと，想像したことから，表したいことを見付け，好きな形を選んだり，いろいろな形や色を考えたりしながら，どのように表すかについて考えている。
	いろいろな形，触った感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい楽しく生活の中で心に残っていることを粘土で表す学習活動に取り組もうとしている。


	関連
	生活：〔学校，家庭及び地域の生活に関する内容〕での経験や，学校行事など，児童の生活の中の様々な経験が発想のきっかけとなる。大きなイベントだけでなく，日常のちょっとしたことにも目を向けるようにしたい。


	絵
	p.30-31　見て 見て おはなし
感じたこと，想像したこと，見たことから表す／物語などから感じたこと，想像したことから表す　　４～６

	目標
	読んだり聞いたりした物語から想像を広げ，いろいろな形や色などを捉えながら，表し方を工夫して絵に表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	物語から想像したことを，形や色を使って表現することを楽しもうとする子ども。
	○物語を読んだり聞いたりして，好きなところを思い浮かべたり話し合ったりする。

○思い浮かべた様子から絵に表したいことを考える。

○想像を広げ絵に表す。

○友人とお互いの作品を見せ合いながら，どのような様子を表したのか，どのような想像をしたのかを伝え合う。
	教師：画用紙・色画用紙，共用の絵の具 など

児童：クレヨン・パス など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	読んだり聞いたりした物語から想像を広げて絵に表すときの感覚や行為を通して，いろいろな形や色などに気付いている。
	クレヨン・パス，共用の絵の具などに十分に慣れるとともに，手や体全体の感覚などを働かせ，表したいことを基に表し方を工夫して表している。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，物語を読んだり聞いたりして感じたことや想像したことから，表したいことを見付け，好きな形や色を選んだり，いろいろな形や色を考えたりしながら，どのように表すかについて考えている。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい楽しく読んだり聞いたりした物語から想像を広げて表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	道徳：Ｄ「感動，畏敬の念」との関連が深い。物語に触れ，素直に感動し，その思いも含めて絵に表すようにしたい。 

国語：物語を絵に表すことによって，より具体的に場面を想像し，言葉を紡ぎ出したり，登場人物の気持ちに寄り添ったりできる。



	鑑
	p.32-33　すてきな もの いっぱい　　身の回りのものの楽しさや面白さ・よさを感じ取る　　２～４

	目標
	身近な材料などを触ったり見たりしながら，いろいろな形や色，触った感じなどを捉え，造形的な面白さや楽しさを感じ取る。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	見たり触ったりすることで身の回りにあるものの新たな価値に気付き，大切にしようとする子ども。
	○集めた材料を友人と見せ合ったり，触ったり匂いをかいだりして，体全体を使って材料の面白さや楽しさを感じ取る。

○気に入った材料を空き箱や手づくりの入れ物などに並べたり飾ったりする。

○よりすてきに見えるようにつくりかえる。

○友人とお互いに並べたものを見合いながら，材料の造形的な面白さや楽しさを感じ取る。
	教師・児童：小石・松ぼっくり・ビーズ・ペットボトルキャップ・レース・布・ビー玉・貝殻・葉・クリップなどの身辺材，空き箱，新聞紙 など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	触れたり見たりした身近な材料をより楽しく見えるように並べながら材料の造形的な面白さや楽しさを感じ取るときの感覚や行為を通して，いろいろな形や色，触った感じなどに気付いている。
	
	
	いろいろな形や色，触った感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，身近な材料の造形的な面白さや楽しさについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい楽しく触れたり見たりした身近な材料をより楽しく見えるように並べながら材料の造形的な面白さや楽しさを感じ取る学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	道徳：Ａ「節度，節制」Ｄ「自然愛護」などと関連が深い。身近な材料を集めたり，自分なりの秩序をもって並べる姿を見取ったり，自然の材料の面白さや楽しさを感じ取ったことを道徳の学習につなげたりしたい。


	絵
	p.34-35　はさみの あーと　　材料や用具に触れながら思い付いたことを表す　　２～４

	目標
	はさみで紙を自由に切ることを楽しみ，切った形を見ながら表したいことを見付け，いろいろな形や触った感じなどを捉えながら，切り方や置き方を工夫して絵に表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	無心になって用具を扱う楽しさを味わい，自由に切ることから生まれてくる形に面白さを見いだし，発想を広げて自分の表現につなげる子ども。
	○はさみで思いのままにどんどん切ることを楽しむ。

○切った形を見たり並べたりして，表したいことを見付け，のりで貼る。

○切り足したり，貼り足したりする。

○表したものを見て，題名を考える。

○作品を見合い，自分たちの作品のよさや面白さを味わう。
	教師：画用紙（長方形，正方形など小さめのいろいろなサイズや形のもの），黒画用紙 など

児童：はさみ，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	はさみで紙をどんどん切ったり，できた形で表したりするときの感覚や行為を通して，いろいろな形や触った感じなどに気付いている。
	はさみ，のりに十分に慣れるとともに，手や体全体の感覚などを働かせ，表したいことを基に表し方を工夫して表している。
	いろいろな形や触った感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，はさみで紙を切ることや，できた形から感じたことや想像したことから，表したいことを見付け，好きな形を選んだり，いろいろな形を考えたりしながら，どのように表すかについて考えている。
	いろいろな形や触った感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい楽しくはさみで紙をどんどん切って，できた形から表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：何度も並べ変えながら，自分がよいと思う画面を見付けて，そこから表現を広げる活動は，他の材料などを使って構成したり組み合わせたりする題材へとつながっていく。また白黒の画面という意味では３・４下p.54-55「ほってすって見つけて」との関連も考えられる。


	造
	p.36-37　だんだん だんボール　　材料や場所を基にして活動する／材料を基にして　　２～４

	目標
	開いた段ボールを立てたりつないだり囲んだりして，思い付いたことを試し，いろいろな形や触った感じなどを捉えながら，材料や友人と関わり活動を工夫する。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	大きな材料に働きかけ，思い付いたことを試し，ときには友人と協力しながら形にしていくことができる子ども。
	○開いた段ボール箱を立たせたり，粘着テープでつないだり，囲んだり覆ったりして形づくる活動に興味をもつ。

○思い付いたことを試したり，つくり方を工夫したりして，造形活動を展開しながら自分のイメージを広げ，形にして楽しむ。

○自分が気に入ったところをデジタルカメラで撮影してもらい，活動場所を元に戻す。
	教師・児童：段ボール など

教師：クラフトテープ，粘着テープ，段ボールカッター，デジタルカメラ など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	段ボールに体全体で関わるときの感覚や行為を通して，いろいろな形や触った感じなどに気付いている。
	段ボール，段ボールカッター，粘着テープなどに十分に慣れるとともに，立たせたり，囲んだり，並べたり，中に入ったりするなど手や体全体の感覚などを働かせ，活動を工夫してつくっている。
	いろいろな形や触った感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，段ボールの形や大きさなどを基に造形的な活動を思い付き，感覚や気持ちを生かしながら，どのように活動するかについて考えている。
	いろいろな形や触った感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，段ボールやつくったものの造形的な面白さや楽しさ，造形的な活動，つくり方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい楽しく段ボールを開いて立てたりつないだり囲んだりしてみることから，思い付いたことを工夫してつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：３・４上p.40-41「クミクミックス」３・４下p.10-11「ここにいたい」p.48-49「ようこそ！ ゆめのまちへ」などとの関連が深い。いずれも段ボールを活用する題材であり，本題材での経験を生かすことになる。


	工
	p.38　わくわく すごろく　　遊ぶもの・仕組みから思い付いたものをつくる　　４～６

	目標
	みんなで楽しく遊ぶすごろくを考え，いろいろな形や色などを捉えながら，材料の使い方などを工夫してつくり，楽しく遊ぶ。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	自分たちで考え工夫してつくったすごろくで遊ぶ楽しさを感じ，身近な材料を使ってみんなが楽しむものをつくり，生活を豊かにしようとする子ども。
	○すごろくにしたいお話やできごと，場面などを考える。

○材料や方法を考えながら，お話やできごとの場面を表し，並べ方やつなぎ方を工夫する。

○周りも飾る。

○できたすごろくで遊びながら，お互いの表したかったことや工夫を感じ取る。
	教師・児童：折り紙・色紙，セロハンテープ，身辺材，ペン など

教師：画用紙・色画用紙，模造紙・段ボール箱，カッターナイフ，カッターマット，段ボールカッター，共用の絵の具，紙粘土 など

児童：はさみ，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	みんなで楽しく遊ぶすごろくを，お話を考えながらつくるときの感覚や行為を通して，いろいろな形や色などに気付いている。
	はさみ，のりなどの接着剤などに十分に慣れるとともに，手や体全体の感覚などを働かせ，表したいことを基に表し方を工夫して表している。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，すごろくやお話の世界を想像したことから，表したいことを見付け，好きな形や色などを選んだり，いろいろな形や色を考えたりしながら，どのように表すかについて考えている。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，遊ぶなどして自分たちの作品の造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい楽しくみんなで遊ぶすごろくを，お話を考えながらつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	生活：身近にあるものでおもちゃを工夫してつくったり，みんなと楽しみながら遊びをつくりだそうとしたりする行為は，生活科の〔身近な人々，社会及び自然と関わる活動に関する内容〕と関連する。

道徳：Ｂ「友情，信頼」やＣ「伝統と文化の尊重，国や郷土を愛する態度」との関連が深い。すごろくなどの伝統的な遊びを知ることで，文化や生活に親しみ，愛着をもつことができるような学習につなげたい。


	工
	p.39　ときめき コンサート　　遊ぶもの・仕組みから思い付いたものをつくる　　２～６

	目標
	身近な材料で音が鳴る仕組みをつくり，いろいろな形や色，触った感じなどを捉えながら，音からイメージした飾りを工夫し，鳴らして楽しむ。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	自分で考え工夫してつくった作品を鳴らして，友人と一緒に遊ぶ楽しさを感じ，身近な材料を使ってつくったもので楽しもうとする子ども。
	○いろいろな材料を使って，どのような音が鳴るのか試す。

○楽しいと感じた音や材料を使って，音の鳴る仕組みをつくる。

○音の感じに合わせて飾る。

○音楽に合わせたり，歌ったりしながら音を鳴らして，つくったものの楽しさや面白さを味わう。
	教師・児童：空き箱，空き容器，空き缶，紙筒，身辺材，セロハンテープ など

教師：色画用紙，輪ゴム，ビニルテープ，割り箸，木の枝，木工用接着剤 など

児童：はさみ，のり など　

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	音が鳴る材料や仕組みから，思い付いたものをつくるときの感覚や行為を通して，いろいろな形や色，触った感じなどに気付いている。
	はさみ，木工用接着剤，テープなどに十分に慣れるとともに，手や体全体の感覚などを働かせ，表したいことを基に表し方を工夫して表している。
	いろいろな形や色，触った感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，材料を鳴らして感じたこと，想像したことから，表したいことを見付け，好きな形や色を選んだり，いろいろな形や色を考えたりしながら，どのように表すかについて考えている。
	いろいろな形や色，触った感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，音を鳴らして自分たちの作品や身近な材料などの造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい楽しく音が鳴る材料や仕組みから，思い付いたものをつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	音楽：身近なものから音を探す活動は音楽の「Ａ表現 (3)」の音遊びと関連が深い。相互に関連付けながら，音づくりの発想を広げていくことが考えられる。


	造
	p.40-41　つないで つるして　　体全体を働かせながら活動する

	～つないで～　　１～２

	目標
	細長い紙をつないでいくことで造形的な活動を思い付き，いろいろな形や色などを捉えながら．つなぎ方などを工夫し，友人とも関わりながら，新しくできていく形を楽しくつくる。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	自分で工夫したり，友人とつながったりして新しい形が生まれることに喜びを感じ，協力しながら新しいことをつくりだそうとする子ども。
	○紙を細長く破いたり切ったりする。

○破いたり切ったりした紙を，どんどんつないでいく。

○友人とつながったり，協力したりしながら，つないでできる形を工夫する。

○つないでできた形を見て回り，面白さを感じる。
	教師・児童：新聞紙，チラシ，包装紙，セロハンテープ など

教師：色画用紙の切れ端 など

児童：はさみ，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	細い紙をどんどんつないでいくときの感覚や行為を通して，いろいろな形や色などに気付いている。
	紙，セロハンテープ，のりに十分に慣れるとともに，つなぐなど手や体全体の感覚などを働かせ，活動を工夫してつくっている。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，細い紙やつないでできた形や色などを基に造形的な活動を思い付き，感覚や気持ちを生かしながら，どのように活動するかについて考えている。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちがつくったものの造形的な面白さや楽しさ，造形的な活動，つくり方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい楽しく細い紙をつなぎながら，思い付いたことを工夫してつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	道徳：Ｂ「友情，信頼」との関連が深い。本題材では友人とつないでいくことで活動がより広がることが想定される。その経験を生かして，道徳の指導につなげていきたい。

	～つるして～　　１～２

	目標
	細長い紙をつるしていくことで造形的な活動を思い付き，いろいろな形や色などを捉えながら．つるし方などを工夫し，友人とも関わりながら，新しくできていく形を楽しくつくる。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	自分で工夫したり，友人とつながったりして新しい形が生まれることに喜びを感じ，協力しながら新しいことをつくりだそうとする子ども。
	○紙を細長く破いたり切ったりする。

○破いたり切ったりした紙を，どんどんつるしていく。

○友人とつながったり，協力したりしながら，つるしてできる形を工夫する。

○つるしてできた形を見て回り，面白さを感じる。
	教師・児童：新聞紙，チラシ，包装紙，セロハンテープ など

教師：PEテープ，色画用紙の切れ端 など

児童：はさみ，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	細い紙をどんどんつるしているときの感覚や行為を通して，いろいろな形や色などに気付いている。
	紙，セロハンテープ，のりに十分に慣れるとともに，つるすなど手や体全体の感覚などを働かせ，活動を工夫してつくっている。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，細い紙やつるしてできた形や色などを基に造形的な活動を思い付き，感覚や気持ちを生かしながら，どのように活動するかについて考えている。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちがつくったものの造形的な面白さや楽しさ，造形的な活動，つくり方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい楽しく細い紙をつるしながら，思い付いたことを工夫してつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	道徳：Ｂ「友情，信頼」との関連が深い。本題材では友人とつないでいくことで活動がより広がることが想定される。その経験を生かして，道徳の指導につなげていきたい。


	工
	p.42-43　ストローで こんにちは　　遊ぶもの・仕組みから思い付いたものをつくる　　２～６

	目標
	ストローを組み合わせてつくった動く仕組みから表したいことを考え，いろいろな形や色などを捉えながら，仕組みを組み合わせたり，思いに合う材料を使ったりして工夫して表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	仕組みを使っていろいろなことを思い付いたり，同じ仕組みでも人によって思い付くものが違うことを感じ，お互いの表現を楽しむ子ども。
	○教科書などを見て動く仕組みを知り，つくる。

○仕組みを動かしていろいろな向きから見るなどして，表したいことを考える。

○思い付いたことに合わせて材料を工夫して使い表す。

○友人とお互いの作品を動かして見合いながら，表現の違いや面白さを感じ取る。
	教師・児童：折り紙・色紙，毛糸，モール，セロハンテープ など

教師：ストロー（太いものと細いものの二種類），カラー工作用紙，紙コップ，色画用紙，木工用接着剤 など

児童：ペン，はさみ，のり など　

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	ストローで動く仕組みから思い付いたものを表すときの感覚や行為を通して，いろいろな形や色などに気付いている。
	はさみ，ペン，のりなどに十分に慣れるとともに，手や体全体の感覚などを働かせ，表したいことを基に表し方を工夫して表している。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，仕組みを動かして感じたこと，想像したことから，表したいことを見付け，好きな形や色を選んだり，いろいろな形や色を考えたりしながら，どのように表すかについて考えている。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，仕組みを動かすなどして自分たちの作品の造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい楽しくストローで動く仕組みから，思い付いたものを表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	生活：身近にあるものでおもちゃを工夫してつくったり，みんなと楽しみながら遊びをつくりだそうとしたりする行為は，生活科の〔身近な人々，社会及び自然と関わる活動に関する内容〕と関連する。


	立
	p.44-45　ともだち ハウス　　感じたこと，想像したこと，見たことから表す／様々な材料で　　４～６

	目標
	空き箱や身近な材料を使って「小さな友だち」の喜ぶ家を考え，いろいろな形や色などを捉えながら，表し方を工夫して表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	つくってあげたい相手への思いを大切にし，喜ぶ姿を想像しながらつくることを，自分にとっての喜びとすることのできる子ども。
	○小石などの材料で「小さな友だち」に出合い，顔をかくなどする。

○「小さな友だち」に触れながら，思いを深める。

○空き箱などの材料を生かして，「小さな友だち」が喜ぶ家を考えながらつくる。

○友人とお互いの家を「小さな友だち」と一緒に訪問し合いながら，面白さや楽しさを味わう。
	教師・児童：空き箱，身辺材，セロハンテープ など

教師：小石・貝殻・ペットボトルキャップなど，カッターナイフ，カッターマット，木工用接着剤，化学接着剤 など

児童：クレヨン・パス，ペン，はさみ，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	集めた材料を工夫して，「小さな友だち」の家をつくるときの感覚や行為を通して，いろいろな形や色，触った感じなどに気付いている。
	はさみ，木工用接着剤などに十分に慣れるとともに，手や体全体の感覚などを働かせ，表したいことを基に表し方を工夫して表している。
	いろいろな形や色，触った感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，「小さな友だち」に触れて感じたことや想像したことから，表したいことを見付け，好きな形や色を選んだり，いろいろな形や色を考えたりしながら，どのように表すかについて考えている。
	いろいろな形や色，触った感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい楽しく集めた材料を工夫して，「小さな友だち」の家をつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：家をつくるという観点では３・４下p.36-37「ひみつのすみか」などにつながっていく。また材料の形を生かして組み合わせるという観点では３・４上p.26-27「クリスタルアニマル」やp.38-39「空きようきのへんしん」などとの関連も深い。

道徳：Ｂ「友情，信頼」と関連が深い。ここでは小石やペットボトルキャップなどを「友だち」として扱うが，低学年の児童にとっては大切な「友だち」であり，「友だち」のための家をつくるということに強い関心を示す。この活動での経験を，道徳の指導に生かすことができる。


	絵
	p.46-47　たのしく うつして　　版に表す

	～かたがみを つくって～　　３～５

	目標
	紙を切って型紙をつくって形を写したりかき加えたりして，いろいろな形や色などを捉えながら，工夫して版に表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	版画の方法を知り，表現方法の多様性を感じ，用具の使い方を工夫して，より面白い表し方を見付けようとする子ども。
	○型紙のつくり方や刷り方を知る。

○どのようなことを表すのか考え，型紙をつくる。

○型紙を置く位置を考えたり，どの色を使って刷るのかを考えたりしながら，工夫して表す。

○思いに応じてかき足したり，刷り足したりする。

○友人とお互いの作品を見せ合いながら，表したことや工夫を伝え合う。
	教師・児童：新聞紙 など

教師：画用紙，共用の絵の具，カッターナイフ，カッターマット，スポンジローラー など

児童：クレヨン・パス など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	型紙をつくったり，つくった型紙を使って形を写して表すときの感覚や行為を通して，いろいろな形や色などに気付いている。
	ローラーや共用の絵の具に十分に慣れるとともに，手や体全体の感覚などを働かせ，表したいことを基に表し方を工夫して表している。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，形を写して感じたことや想像したことから，表したいことを見付け，好きな形や色を選んだり，いろいろな形や色を考えたりしながら，どのように表すかについて考えている。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい楽しく型紙でつくった形を写して表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：３・４上p.54-55「いろいろうつして」との関連が深い。ここでの経験がより多様な材料を使用する活動へとつながっていく。

	～かみはんを つくって～　　４～６

	目標
	紙を貼り合わせて版をつくり，刷ったりかき加えたりして，いろいろな形や色などを捉えながら，工夫して版に表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	版画の方法を知り，表現方法の多様性を感じ，用具の使い方を工夫して，より面白い表し方を見付けようとする子ども。
	○紙版のつくり方や刷り方を知る。

○どのようなことを表すのか考え，紙版をつくる。

○刷る位置や色を考えながら刷る。

○思いに応じてかき足したり，刷り足したりする。

○友人とお互いの作品を見せ合いながら，表したことや工夫を伝え合う。
	教師・児童：新聞紙 など

教師：版画用紙，画用紙，版画用具一式，木工用接着剤 など

児童：はさみ，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	紙で形をつくったり、つくった形を版に表すときの感覚や行為を通して，いろいろな形や色などに気付いている。
	版画用具に十分に慣れるとともに，手や体全体の感覚などを働かせ，表したいことを基に表し方を工夫して表している。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，形を写して感じたことや想像したことから，表したいことを見付け，好きな形や色を選んだり，いろいろな形や色を考えたりしながら，どのように表すかについて考えている。
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい楽しく紙でつくった形を版に表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：３・４上p.54-55「いろいろうつして」との関連が深い。ここでの経験がより多様な材料を使用する活動へとつながっていく。


	鑑
	p.48-49　ともだち 見つけた！　　身の回りのものの楽しさや面白さ・よさを感じ取る

	～虫めがねで～　　１～２

	目標
	顔に見える形を探して，小さな紙に簡単にかくことで，身の回りのものの造形的な面白さや楽しさを味わい，いろいろな形や色などを捉えながら，見方や感じ方を広げる。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	自分の身の回りにある形や色に関心をもち，見方を変えると新たな発見があることを楽しみ，その面白さを伝え合おうとする子ども。
	○教科書などを参考に，身の回りには，よく見ると顔に見えるものがあることを知る。

○虫めがねを使って，植物などの顔に見えるところを探す。

○見付けた顏を小さな紙にかきためる。

○かいたものを基に，友人と見付けた顔を紹介し合う。
	教師：虫めがね，画用紙，色画用紙，共用の絵の具 など

児童：クレヨン・パス．ペン，色鉛筆，はさみ，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	身の回りの木や植物をよく見て，隠れている「友だち」を見付けるときの感覚や行為を通して，いろいろな形や色などに気付いている。
	
	
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，木や植物の造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい楽しく身の回りの木や植物をよく見て，隠れている「友だち」を見付ける学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他教科等との関連：植物の形をよく見ることは，生活科だけでなく，理科へとつながる活動である。

	～つくったカメラで～　　２～４

	目標
	自分でつくったカメラで顔に見える形を探して，小さな紙に簡単にかくことで，身の回りのものの造形的な面白さや楽しさを味わい，いろいろな形や色などを捉えながら，見方や感じ方を広げる。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	自分の身の回りにある形や色に関心をもち，見方を変えると新たな発見があることを楽しみ，その面白さを伝え合おうとする子ども。
	○色画用紙などでカメラをつくる。

○教科書などを参考に，身の回りには，よく見ると顔に見えるものがあることを知る。

○自分でつくったカメラを使って，学校にあるもので顔に見えるものを探す。

○見付けた顔を小さな紙にかきためる。

○かいたものを基に，友人と見付けた顔を紹介し合う。
	教師：画用紙，色画用紙，ひも，穴開けパンチ，共用の絵の具 など

児童：クレヨン・パス，ペン，色鉛筆，はさみ，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	身の回りにあるものをよく見て，隠れている「友だち」を見付けるときの感覚や行為を通して，いろいろな形や色などに気付いている。
	
	
	いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもちながら，身の回りのものの造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい，楽しく身の回りのものをよく見て，隠れている「友だち」を見付ける学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他教科等との関連：植物の形をよく見ることは，生活科だけでなく，理科へとつながる活動である。
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